
　鬼石校区では、「地域や自他を大切にし社会に貢
献できる自立した児童生徒の育成」の実現に向けて、
学校・家庭・地域と協働して取り組んでいます。
　鬼石北小学校では、昨年度末に藤岡警察署と市
交通安全協会から、児童会役員の５人（６年生３人・
５年生２人）が交通少年団として委嘱され、学校の
リーダーとして交通安全を学校、地域に呼び掛ける
活動を行っています。
　活動は、主に交通安全運動期間中に団員の証で
あるベレー帽とスカーフを身に着け行います。「夏
の県民交通安全運動」では、鬼石北小学校や鬼石中
学校で「事故に気を付けてください」と登校時に校門
で啓発用のティッシュを手渡しながら児童・生徒に

↑「事故に気を付けてください」と登校時に呼び掛ける。

安全を呼び掛けました。また、「秋の全国交通安全
運動」では、ららん藤岡ふれあい広場で、藤岡警察
署と市交通安全協会の皆さん、上州くんなどと共に
チラシや啓発物品を配り、来場者にも交通安全を呼
び掛けました。さらに、「冬の県民交通安全運動」に
では、自転車や歩行者に気を付けた運転、飲酒運
転の根絶などのメッセージを書いてドライバーに渡
したり、地域に呼び掛けたりするなどの活動も行い
ました。
　今後も家庭・地域や各関係機関と連携を図りなが
ら、児童一人一人が積極的に地域や社会と交流する
活動を充実させ、地域社会に自信を持って関わって
いくことができる児童を育んでいきたいと思います。
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著者 ▽石村　きみ子
恋の華やかさに加えて、光源氏をは
じめ女君たちの「老後」が語られてい
る「源氏物語」。登場人物の老後を丹
念に取り上げ、終

しゅうえん

焉まで見届けるこ
とで十人十色の終活を読み取る。

著者 ▽赤堀　さとる
大志を抱いた天涯孤独の青年・十兵衛
は、出自を偽り、武家と宮中の礼法に
通じた「明智光秀」という武士として
振る舞う道を選ぶ。塗り固められたう
そは「真実」へと変わるのか。

著者 ▽穂波　了
新しい時代の有人月探査で、降り立っ
た宇宙飛行士が急死。死因は正体不
明のウイルス感染か！？生き残った
クルーは地球への帰還を試みるが…。
アガサクリスティー賞受賞作品。

　～インターネットと人権問題～

問い合わせ　学校教育課（☎㊿8212）
　　　　　　鬼石北小学校(☎�2754）

鬼石北小学校

～社会に貢献できる児童の育成～

図書館司書がセレクトした新刊情報

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　図書館（☎㉒1669）

うそつき光秀 月の落とし子
光源氏と女君たち
—十人十色の終活—
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人権を考える 問い合わせ 生涯学習課（☎㉒6888）


